
藤藤蛾勤紳蜘日特

QJ酪

(蕗農経営支援要員確保実証事業)

酷農家による酪農ヘルパー利用事例報告

社団法人 酪農ヘルパー全国協会

平成 24年 度 酪 農ヘルパー利用事例調査事業











5 ヘ ルパーの作業内容

酷農…レパー職員の通常の業務の範囲は次のとおりである。

①搾乳および利用者が予め判情した飼料の給与

②乳牛の管理(分娩の介助、発情 事 故牛の発部

③牛乳の管理(冷却、控手し機器の殺苗、rttl

④牛舎内の簡易な清掃および日常的な糞尿処理

勤務時間は基本、朝(6時～10嘲 夕(5時～9嘲 の8時間勤務で、利用者の要望があれば、昼禅 耳に対応してい

る。

本県の場合、自■申レや-1人 当たりの年間翻動日数が293日 (判戎23年度車 レミー16名、中 レミー

博役4サ6885日 )と 多く、現伏では牛洋検定業務やコントラ業務等、… レパ
ー以外の業務に就く余裕はなV、

6 ヘ ルパーの期 U謂時間

¬或23年度のヘノレミー派遣先TL43fl用時間は58時 間で、55時 間から75時 間の利用が全体の64%を占めて

V る`。

ヽ

図2 … レパー利用時間別戸数

7 串 ,｀イリ刊の目的

定期陣 レく―の利用目的,剖和桜 体 養と、組合員のコ刊調のための利用が大半である。酷農家は地域社会の

中核的存在である場合が多く、酪農家は地域で重要な役職を引き受けており、そのためのヘブレ↓イけ用は多々見

られる。
一方、臨時 緊急的な利用では、忌引き利用が従来から多く見られたが、輸黛家の高鮒 ヒに伴い切商利用が増

カロしていること↓割司知のとおりである。

工 陣 レ↓ヤ方l E l 夢封想

1 酪 感"が ギ 明 申西'一ル

噂 レや→庶直に係る調整は各地区へ′レ単イ1用組合の動 司 (お力やま軸筆業協同組合本所および作事約力

が実施している。

噂 レキ■事業の末陶 よ 原則として末岬組合の組合員く 本り司糸給 員はお力やま酪筋 ご予 夕半持業
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忌引さ利用の条‖緩和 (連続 7日未満でも対象)に よる、忠引き利用の増加が要因と考えられる。

表3 傷 病利用の年度別推移

年慶 平成1 9年度 平成2 0年度 平成21年度 平成22年廣 平成2 3年度
ヘルパー組合参加戸数  9) 一Ｐ 331 320 299 う

を 277

末H用声41 一日 329 303 295 234 275

利用日数 日 5869 5981 5665 5344 6062

互助神度参加戸数    ② 一Ｐ 296 282 273 264

互助制 こ参加人数   ③ 人 707 674 639 633 625

互助神 参加率   12■ ① % 955 925 力
ヽ
Ｏ
Ｖ 958 953

互助神 利用者数   ④ 人 41 34
う
０ 90

互助神度利用率   ④ ■③ % 58 50 56 141 力
，

互助御度延べ利用日数  G 日 639 FJ83 728 1090 1329

互助抑度平均利用日数 ⑤キ④ 日
Ｆ
） 171 202 121 143

互助金額 円 4662000 4151000 5390000 7665000 9200500

平均互助金額    0■ 14 円 113707 122038 149722 85,167 99016

林山山氏万

毛
ヽ

図 1

岡山県

岡山略美ヘソレミー利用組合管内マップ

調査はお力やま輸営業rfj同組合和 ¬こおいて、

代表理事事務 岡 田穂積 l.I、

補導部長   高 山 浩 二 様

指導部次長  目 赦 勉  様 にど教授いただきました。
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表2、利用表から原因月暉U用では、

(1)原 因月悟」合では、

① 病気利Elが42人 、45 2%、 事故 1動 の利用が25人 、26 9%で この両利用で67人 、

72 1%を 占める。

② 病気呑開では60代 で19人 、45 2%と 半数近くを占める。

③ 事故・怪我の利用では60代 で11人 、44 0%を 占めやはり高齢者の利用が多い。

④ 忌引き利用では25 8%を 占めているが年齢別では60代 が8人、33 3%を 占めている。

⑤ 忌引き利用男女自本的では、年齢的に親等の世代が高朗ヒを迎えているであろう50～ 60代 の甘t

が合計18人 、75%を 占めている。

(2)年 齢別割合では

① 60代 の利用が38人 、40 9%、 次いで50代 の利用が29人 、31 2%と 高齢者の利用害!合

が多くなつている。

② 男性では50代 、60代 が合計46人 、それぞれ39%で 併せると78%を 占める利用。

③ 女性では50代 が6人、 17 6%の 末U謂、601け ミ15人 、44 1%の 利用対折せて61 7%

を占める赤」用となつている。

(3)利 用の傾向

① 男性は病気力S26人 、44 1%、 事故 怪我が19人 、32 2%の 利用となつている。このこと

は仕事の闘系から笥蚊。怪我の割合が男性に多くなっている。

② 一方、女性は病気が16人 、47 1%で 事故・怪我は6人、害!合は17 6%の 本瞬で男性に比べ

ると事故・怪我の利用は少なヤ博!合・傾向にある。
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こうして、酪農～ レパ TJ用 の日程が毎リヨ出来上がりま
ヤ
え

また、変更が生じた場合には、事務局担当者がこの表に基づいて利用の調整を酪農家間で行いま丸

¬成23年 度の勺 レパーイ」用状況は朝孫 フ1/パー出役田数は351回 、サブイヽル′ミーが576回 、勺 レパー利

用合計は927回 となっている。

第2に広域～レパーイけ用がありまするこの広域ハブレや一は3名の酪農今ブレミーが在鞠七この広域酪農へ′レミーは
「きたみらいい レミー要員制度Jと いう組織の基、所属を引コ櫛卿筆wレ ↓千町用組合に前鳳して、各利用

組合がそれぞれ利用日数の割当を受けて本U用している。このため、置戸崎 1/パギ U打孫E合の輸実台ブレや一

利用には日数の割当があり、何も無ければ (傷病利用の発生)広 域本ルバーの割当を害」り当てられた順位で酪農

家は利用することになりますが、働青利用が発生した場合には割り当てられた酪農家的傷病赤卿優先で割当から

除外されまする和!用規約によって、このことが明記されていて、あくまでも傷病時利用が発生した場合には、最

優先での利用お縮 められていま丸

また、他の組合対卵高時の利用が発生した場合には訓rFT囲 震ヘノレミー利用組合、北見剛実今ブレミ‐利用組合、

留辺葉酪農へ′レミ f」用組合の4組合で禍繊している 「きたみらVサリムルパー要員制度Jと いう組織の基、利

用の規約に基づき広域ヘフレや―を利用することになりま丸              ‐

11  平 成 23句 難 動部 新 明 状況

平成23年 度傷病時利用状況

詞■弔 レや一出役回数 サブヽ レミー出役回数 合計
4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

1 1 月

1 2 月

1月

2月

3月

1 回

5 回

36回

43回

21回

29回

37回

25回

5 回

2 6 回

2 9 回

3 9 回

計 6 回 2 9 0 回 296回
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